
修士論文題目-･アブストラクト

26.Ba2N戸Nb5-015の単結晶引き上げと非線型光学効果(1)

谷 口 泰 之

<緒言>強誘電休Ba2NaNH)5 0･.5くBS:17)はTi-2801:'C付近以下で強弾性

かつ不整合相になり､TL =250'C付近で指f空合相になる｡またBSftTは非線型光学

効果が大きく､位相整合が可能な結晶として注目され多くの研究がなされてきた｡しかし

光学的測定用として十分な賃と大きさのBSNが育成された絹告例は少ない｡また､その

非線型光学効果と不整合.弼整合相転移との関連性を詳しく論じた報告は無い｡本研究で

はCzoっ111･aislti法 (回転引き上げは)を用いて比較的大聖で透明なBSN単結

晶を育成し､呈迫から300｡CまでのSHC強度の温度依存性を不整合.1謀整合相転移

に特有tJ浩度履歴に着日して測定した｡

<実額方は>BSN組成には､良質単結晶が得られた絹告のあるBal･i･aC1ougll

娼成を採用した｡材料溶融には高周彼誘導加勢を用い､ルツ,f亡はPI.裂 くMP_:I772

IC)を使用した｡･表 1に育成条件を示す｡'];;られた結晶は3OO''Cにおいてa軸方向

に20Kgw/cm2の圧力をかけることにより複托な砲弾性分域の単分噂化を試みた｡
アニールした結晶をa面結晶板に切り出し､光学研摩した綾不整合軸であるa軸方向に基

本技を入射さJI､d32,l･I3･王. d 2.に対応したSHC強度の温度依存性を測定した｡SH

G発生にはNd:YA(コレーザー (入=1.I.)6/…l)を使用した｡

<実験結果>育椛により直径8.7111111､長さ31)mmの透明なBS.ti単結晶が得られた

d-3;に対応したSHC強度の濃度依存性を図 1に示す｡この国から次の結論が得られろ｡

(1)T=78'C付近で位相整合が満たされ､SflG強度が明確などークを持つ｡これ

により.得られたBSN単結晶は光学的に良質なものであることが明らかとなった｡

(2)TLとTl間では渦度履歴は観測されない｡BSNのdはd-d〇 十DcosQ_1-

と示される｡QはTL 付近で濃度履歴を持ち､dを通してSHC強度に履歴が現れると期

待されたが認められず､従ってdの帽動項は効いていないと考えられる｡

(3)TL 前後でSliG強度の増大が見られない｡不整合構造を持つ結晶は不整合同朋八
(̂ =27T6･/2a.)とコヒ-レンス長 lcが一致せず､SHC強度の著しい増大は認め

られない｡このことからBSNでは準位相整合の可能性u無い｡
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